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このマニュアルの使用法

この節では、関連ドキュメント、フィードバックの送信、およびドキュメントの変
更履歴について説明します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFとHTML)」
■ 8ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「寄稿者」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールの情報については、http://www.oracle.com/

goto/bladesにアクセスし、ページの下部にある一覧で該当するサーバーモデルをク
リックします。

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

関連ドキュメント
Oracleの Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールに関連するドキュメントの一覧を次
に示します。これらのドキュメントおよびその他のサポートドキュメントは、次の
Webサイトで入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.x6275m2?l=ja
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Blade X6275 M2
サーバーモ
ジュールのド
キュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール製品ドキュメント

検索と索引を含む、アスタリスク (*)
の付いたすべてのドキュメントの統
合HTMLバージョン。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールご使用の手引き』

図によるセットアップのクイックリ
ファレンス。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール設置マニュアル』*

サーバーを設置、ラック収納、およ
び設定して初めて電源を入れるまで
の方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールご使用にあたって』*

サーバーに関する重要な最新情報。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールOracle Solarisオペレーティン
グシステムインストールガイド』*

Oracle Solaris OSをサーバーにインス
トールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール Linuxオペレーティングシス
テムインストールガイド』*

サポートされる Linux OSを
サーバーにインストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールWindowsオペレーティング
システムインストールガイド』*

サポートされるバージョンの
Microsoft Windows OSをサーバーにイ
ンストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールOracle VMオペレーティング
システムインストールガイド』*

サポートされるバージョンのOracle
VM OSをサーバーにインストールす
る方法。

『Oracle x86サーバー診断ガイド』* サーバーの問題を診断する方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールサービスマニュアル』*

サーバーの保守と維持管理を行う方
法。

『Sun Blade X6275 M2 Server Module
Safety and Compliance Guide』

サーバーの安全性および適合性に関
する情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Blade
X6275 M2サーバーモジュール』*

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補足情
報。

保守ラベル サーバーモジュールに表示される保
守ラベルのコピー。

Sun Disk
Managementのド
キュメント

『Sun x64 Server Disk Management
Overview』

サーバーの記憶域の管理に関する情
報。

関連ドキュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle VMオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2010年 11月、Revision A
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

x64サーバーのア
プリケーションと
ユーティリ
ティーのドキュメ
ント

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされている
ユーティリティの使用方法。

Oracle Integrated
Lights Out Manager
(ILOM) 3.0ド
キュメント

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0機能更新およびリリース
ノート』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0入門ガイド』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0概念ガイド』

ILOM 3.0に関する概念情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Web Interface手順ガイド』

Webインタフェースで ILOMを使用
する方法。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 CLI手順ガイド』

コマンドで ILOMを使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0管理プロトコルリファレン
スガイド』

管理プロトコルに関する情報。

これらのドキュメントの一部については、前述のWebサイトで簡体字中国語、韓国
語、日本語、フランス語、スペイン語の翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改
訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。

注 –「ドキュメント情報」と「索引」のトピックには、関連するPDFはありませ
ん。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
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ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントを送信するには、ドキュメントサイト (http://docs.sun.com)の任意の
ページの右下にある「Feedback {+}」リンクをクリックします。

寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Michael Bechler、Ray Angelo、Mark McGothigan。

寄稿者: Kenny Tung、Adam Ru、Isaac Yang、Stone Zhang、Susie Fang、Lyle Yang、Joan
Xiong、Redarmy Fan、Barry Xiao、Evan Xuan、Neil Gu、Leigh Chen、Eric Kong、Kenus
Lee。

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2010年 11月、初版発行。

ドキュメントのコメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle VMオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2010年 11月、Revision A
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Oracle VMのインストールの概要

このドキュメントでは、Oracle VM Serverをインストールする方法について説明しま
す。次のトピックスが含まれています。

説明 リンク

Oracle VMをインストールする方法を説明しま
す。

11ページの「Oracle VMのインストール」

Oracle VM用 PXEインストールイメージを作成
する方法を説明します。

17ページの「Oracle VM用 PXEインストールイ
メージの作成」
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Oracle VMのインストール

Oracle VMは、ユーザーが仮想マシン (VM)を作成して管理できる仮想化環境プ
ラットフォームです。これらの仮想マシンは同じ物理サーバーに存在しますが、独
立した物理サーバーのように動作します。Oracle VMで作成された各仮想マシンに
は、独自の仮想CPU、オペレーティングシステム、ネットワークインタ
フェース、およびストレージがあります。

サーバーはOracle VM 2.2.1に対応しています。サポートされているオペレーティン
グシステムの最新の一覧については、http://www.oracle.com/goto/x6275m2を参照し
てください。

Oracle VMは、次のコンポーネントで構成されています。

■ Oracle VM Manager:仮想マシンを作成して管理するためのユーザーインタ
フェースの役割を果たすWebアプリケーション。これには、仮想マシンの作成
(テンプレートを含む)、ライフサイクル管理 (配備、移行、および削除)、および
リソース管理 (ISOファイル、テンプレート、および共有ストレージリソース)が
含まれます。

■ Oracle VM Server:仮想マシンとOracle VMエージェントの実行に使用するXenハ
イパーバイザをベースとした、セキュリティー保護された軽量の仮想化環境。

■ Oracle VM Agent: Oracle VM Serverにインストールされており、Oracle VM Manager
と通信します。Oracle VM Server、サーバープール、およびリソースを管理するた
めのWebサービスAPIが含まれています。

インストールの概要と詳細な手順が記載されているトピックへのリンクを次に示し
ます。

手順 説明 リンク

1 システム要件を確認します。 12ページの「システム要件」

2 インストールイメージを取得し、それを
DVDに焼き込むか、サーバー上にコ
ピーします。

13ページの「Oracle VMソフトウェアを取得
する方法」

3 Oracle VM Serverをインストールします。 13ページの「Oracle VM Serverをインス
トールする方法」
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手順 説明 リンク

4 サーバー固有のドライバをインストールし
ます。

15ページの「ドライバをインストールする方
法」

5 Oracle VM Managerをインストールしま
す。

15ページの「Oracle VM Managerをインス
トールする方法」

6 共有ストレージ、サーバープール、および
仮想マシンを作成します。

16ページの「VMリソースの作成と管理」

システム要件
■ Oracle VMのインストールには、静的 IPアドレスが割り当てられた 2つのシステ
ムが必要です。一方のシステムでOracle VM Serverを実行し、もう一方のシステ
ムでOracle VM Managerを実行します。

■ Oracle VM Serverを実行するシステムでは、クリーンインストール (インストール
済みのOSまたはファームウェアレベルのRAIDボリュームがない状態でのインス
トール)を開始する必要があります。

■ Oracle VM Managerを実行するシステムには、次のOSのいずれかをインストール
する必要があります。

■ Oracle Linux Release 4.5以降
■ Red Hat Enterprise Linux Release 4以降

■ Oracle VMメディアセットまたはそれに相当する ISOイメージ。ISOイメージを使
用すると、リモートインストールの実行や、インストールCD/DVDの作成が可能
です。

■ Oracle VMソフトウェアのリリースノートを確認してください。ドキュメント
セットは次のサイトで見つけることができます。http://download.oracle.com/

docs/cd/E15458_01/index.htm

■ DVD-ROMドライブ。

注 –リモートからインストールしている場合、ローカルシステムにはサーバーの
代わりに、ドライブ、キーボード、マウス、およびモニターが接続していま
す。また、リモートでインストールする場合、実際のCD/DVDではなく、ISOイ
メージを使用することもできます。

■ USBで接続したキーボードとマウス。
■ モニター。

システム要件

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle VMオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2010年 11月、Revision A
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■ ネットワークを使用したサーバーのオペレーテイングシステムの設定時に
は、Oracle VM Serverで使用されている各ネットワークインタフェースの (OSに
よって割り当てられた)論理名および物理名 (MACアドレス)を指定する必要があ
ります。

▼ Oracle VMソフトウェアを取得する方法

Oracle VMソフトウェアを次のWebサイトからダウンロードします。

http://www.oracle.com/virtualization

ソフトウェアをシステムにインストールする場合は、ISOイメージをCD/DVDに書き
込みます。

Oracle VM ManagerのCD/DVDと、ブート可能なOracle VM ServerのCD/DVDを入手
する必要があります。

▼ Oracle VM Serverをインストールする方法
12ページの「システム要件」を参照してください。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール設置マニュアル』の「ILOMを使用したホス
トコンソールへのアクセス」に記載されている方法のいずれかを使用し
て、サーバーコンソールに接続します。

まだ行っていない場合は、手順 1で選択した方法に応じて、Oracle VM Serverの配布
CD/DVDを挿入するか、または ISOイメージ配布メディアにアクセスします。

1

2

始める前に

1

2

システム要件
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サーバーの電源を入れるか、またはリセットします。

BIOSメッセージがコンソールに表示されます。

メッセージで選択肢が表示されたら、F8を押します。

しばらくすると、起動デバイスの選択メニューが表示されます (次の例を参照)。

3

4

システム要件

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle VMオペレーティングシステムインストールガイ
ド • 2010年 11月、Revision A
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一覧から起動デバイスを選択します。

物理CD/DVDまたは ISOイメージから起動するには、「CD/DVD (CD/DVD)」を選
択します。

このメディア上のOSインストールプログラムへのパスを制御します。

ブートプロンプトで Enterコマンドを入力します。

プロンプトに従ってソフトウェアをインストールします。

Oracle VM ServerとOracle VM Agentソフトウェアがインストールされます。

詳細については、次のサイトにあるOracle VM Serverのインストールドキュメントを
参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm

▼ ドライバをインストールする方法
Oracle VM Serverをインストールしたら、Tools and Driversのイメージを使用して適切
なネットワークドライバをインストールします。

13ページの「Oracle VM Serverをインストールする方法」の説明に従って、Oracle
VM Serverをインストールします。

Tools and Drivers CD/DVDの ISOイメージをマウントします。

次のいずれかの操作を実行します。

■ Tools and Driversのイメージの \Oracle_VMに移動し、install.shスクリプトを実行
します。

■ ドライバを手動でインストールします。ドライバは、Tools and Driversのイメージ
の \Oracle_VMにあります。

■ 1GbEシステムの場合は、Intel NIC 32ビットドライバ (バージョン 15.5以降)を
インストールします。

■ 10GbEシステムの場合は、Mellanox NIC 32ビットドライバ (バージョン1.5.1.3
以降)をインストールします。

▼ Oracle VM Managerをインストールする方法
Oracle VM Serverを Sunサーバーにインストールしている場合は、リモートシステム
にマウントされたCD/ DVDまたは ISOイメージを使用して、ILOM (Integrated Lights
Out Manager)でソフトウェアをインストールできます。リモートコンソール機能で
は、オペレーティングシステムをインストールするサーバーに接続されている場合

5

6

7

始める前に

1

2

始める前に

システム要件
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と同様に、リモートシステムのキーボード、マウス、ビデオ、およびストレージを
使用できます。リモートコンソールセッションが設定されると、サーバーは、リ
モートでマウントされた配布メディア (CD/DVDまたはそれに相当する ISOファイ
ル)から起動できます。

サポートされているオペレーティングシステムを実行しているサーバーで、Oracle
VM Manager CDを挿入してマウントします。

CDのルートに移動し、次のスクリプトを実行します。
# sh runInstaller.sh

注 –まだ rootユーザーでない場合は、suコマンドを使用して rootのパスワードを入
力し、インストールスクリプトを起動するために必要な権限を自身に与えます。

プロンプトに従ってソフトウェアをインストールします。

詳細については、次のサイトにあるOracle VM Managerのインストールドキュメント
を参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm

VMリソースの作成と管理
(Oracle VM Agentを備えた) Oracle VM ServerとOracle VM Managerをインストールし
たあとは、仮想リソースを作成して管理できます。

■ 共有ストレージリポジトリを作成します。耐障害性のために、このストレージを
使用している複数の仮想マシンをクラスタ構成で設定できます。共有ストレージ
のオプションを次に示します。
■ インターネット SCSI (Internet SCSI、iSCSI)ネットワークプロトコルを使用する

Oracleクラスタファイルシステム (Oracle Cluster File System、OCFS2)
■ ストレージエリアネットワーク (Storage Area Network、SAN)を使用するOCFS2
■ ネットワークファイルシステム (Network File System、NFS)
■ マルチパスフェイルオーバーを備えたパーティション

■ 仮想マシンのサーバープールを作成します。
■ そのサーバープールに仮想マシンを作成します。

詳細については、次のサイトにあるOracle VMのインストールドキュメントを参照し
てください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm
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Oracle VM用 PXEインストールイメージの
作成

この節では、Oracle VM用の PXEイメージを作成する方法について説明します。

▼ Oracle VM用PXEインストールイメージの作成方法
本書のリリース時点では、サポートされるOracle VMの最低バージョンはOracle VM
2.2.1です。次の手順を使用して、Oracle VM Serverの PXEインストールイメージを作
成します。

PXEを使ってインストールするには、次のアイテムが必要です。

■ PXEをサポートするよう、事前にネットワークインフラストラクチャーを設定し
ておく必要があります。

■ PXEサーバーにアクセス可能なCD/DVDドライブ。
■ Oracle VM Server配布メディアセット。これは、CDまたはDVDのセットです。

Oracle VM Serverソフトウェアを保持するディレクトリ構造を設定します。
# mkdir -p /home/pxeboot/ovm_svr_2.2/

次のコマンドを入力して、各Oracle VM配布CDの内容を適切なPXEサブディレクトリ
にコピーします。

注 – CDの取り出しおよび挿入は、必ずCD/DVDドライブのマウントが解除されてい
る状態で行なってください。

# mount dev/cdrom /mnt/cdrom

# cp -r /mnt/cdrom/* /home/pxeboot/ovm_svr_2.2/

# umount /mnt/cdrom

DVDからインストールしている場合は、この操作は一度だけ行います。コピーが終
了したら、次の手順に進みます。

始める前に

1

2
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vmlinuzファイルと initrd.imgファイルを適切なPXEターゲットサブディレクトリに
コピーします。

# cp /home/pxeboot/ovm_svr_2.2/images/pxeboot/vmlinuz /home/pxeboot/ovm_svr_2.2

# cp /home/pxeboot/ovm_svr_2.2/images/pxeboot/initrd.img

/home/pxeboot/ovm_svr_2.2

テキストエディタを使用して、kickstartファイル (ks.cfg)をPXEサーバーの次の場所
に作成します。

/home/pxeboot/ovm_svr_2.2/ks.cfg

必要な kickstartコマンドを追加します。

必要なコマンドがわかっている場合は、それを入力します。または、次の内容をコ
ピーして挿入することもできます。
lang en_US

#langsupport en_US

keyboard us

#mouse genericusb

timezone --utc America/Los_Angeles

rootpw xxxx

reboot

bootloader --location=mbr

install

nfs --server n.n.n.n --dir /home/pxeboot/ovm_svr_2.2

clearpart --all

part /boot --fstype ext3 --size 512 --ondisk sda

part swap --size 4096 --ondisk sda

part / --fstype ext3 --size 1 --grow --ondisk sda

network --bootproto dhcp

# password : abc123

ovsagent --iscrypted Y2fEjdGT1W6nsLqtJbGUVeUp9e4=

#ovsmgmntif eth0

auth --useshadow --enablemd5

firewall --disabled

#Do not configure the X Window System

skipx

text

%packages

@Everything

%pre

%post --nochroot

%post

ここで、n.n.n.nは PXEサーバーの IPアドレスです。--dirの後ろに指定されている
保存場所が、イメージのトップレベルを指していることを確認します。

kickstartファイルを保存します。

3
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テキストエディタを使用して、PXE設定ファイルを作成します。ファイル名
は、defaultと付けます。このファイルは、ネットワークブート時にターゲットシス
テムに表示されるメニューを定義します。

次にOracle VMメニュー用のラベルの例を 2つ示します。

注 – appendから ks.cfgまでのテキストブロックは、改行なしの連続する文字列とし
て入力してください。

label ovm_svr_2.2 sda eth select

kernel ovm_svr_2.2/images/pxeboot/vmlinuz

append initrd=ovm_svr_2.2/images/pxeboot/initrd.img load_ramdisk=1 network

ks=nfs:n.n.n.n:/home/pxeboot/ovm_svr_2.2/ks.cfg mem=32g

label ovm_svr_2.2 sda eth select serial console

kernel ovm_svr_2.2/images/pxeboot/vmlinuz

append initrd=ovm_svr_2.2/images/pxeboot/initrd.img load_ramdisk=1 network

ks=nfs:n.n.n.n:/home/pxeboot/ovm_svr_2.2/ks.cfg mem=32g

console=ttyS0,115200

ここで、n.n.n.nは PXEサーバーの IPアドレスです。

このファイルを defaultとしてPXEサーバーの次の場所に保存します。
/home/pxeboot/pxelinux.cfg/default

7

8
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